
 

様に

にあたって以下の説明を行いました。

1.NIPTとは

□NIPTは、おなかの中の赤ちゃんが染色体疾患をもつ可能性をみるための検査です。

2.NIPTでわかること・わからないこと

□検査対象となる染色体疾患は、21トリソミー、18トリソミー、13トリソミーです。それ以外の染色体

　疾患についてはわかりません。性別もわかりません。

□赤ちゃん100人中で5人程は先天的な疾患をもって生まれてきます。この中で染色体が原因の疾患は、

　約25％で、NIPTの検査対象である3つの染色体疾患は、さらにその約70％です。

3.検査の概要

□妊娠10週以降に妊婦さんから10～20ｍｌの血液を採取して、血液中に浮遊している胎児DNAを分析し

　て結果を出します。結果が出るまでに約2週間かかります。

□結果は「陽性」、「陰性」、または「判定保留」と報告されます。「陽性」とはその疾患の可能性が

　高いという意味です。

□結果が「陽性」の場合には、羊水検査などの確定検査が必要です。また「判定保留」の場合には、そ

　の後の対応について、再度相談する必要があります。

4.検査を受ける前に考えていただきたいこと

□赤ちゃんが先天性疾患をもつことは誰にでも起こりえることです。それは誰もがもつ人としての多様

　性、その人の個性の一部として受け入れるべきものです。

□一方で、さまざまな事情により、生むことをあきらめる選択をする方もおられますが、その選択も尊

　重されるものです。　　

5.その他

□当院は、NIPT連携施設です。NIPT基幹病院と協力して検査、検査後フォローを行います。

□個人を特定しない条件で、学会や論文等で発表することがあります。

年　　　月　　　日

神戸百年記念病院　　病院長殿

私は、NIPTについて上記の十分な説明を受け、質問する機会も与えられ、その内容に関して、理解

しました.その上で、NIPTを実施することに同意します。
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【NIPT実施の同意】



 

令和3年度 厚生労働科学研究費補助金
（成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業）

「出生前診断の提供等に係る体制の構築に関する研究」

当施設は出生前検査の連携病院です。以下の施設（基幹施設）と連携してい

ます。

施設名 ： 兵庫医科大学病院 産科婦人科・遺伝子医療部

担当医師名： 上田 真子、田中 宏幸

施設住所 ： 兵庫県西宮市武庫川町１－１

相談連絡先： ０７９８－４５－６３４６

医師名： 竹島 泰弘、李 知子

施設名： 兵庫医科大学病院 小児科

連絡先： ０７９８－４５－６３４６

検査前や検査後に小児科医の遺伝カウンセリングを受ける事ができます。

当施設で連携している小児科専門医は以下の通りです。




